
データ駆動科学・AI教育研究センター

マイクロラーニング
を意識したデジタル教育コンテンツ

カリキュラムの企画
科⽬内容の検討
講義の提供

コンテンツの提供

専⾨分野・⽬的に応じた
コンテンツの組み合わせ
履修履歴・学習ログ

・多様なコンテンツをアジャイル的に制作・リリース
・学習データや履修状況調査によってその効果を
検証しながら改善

データ・事例・講師（監修）

数理科学連携研究センター
サービス・データ科学研究センター
タフ・サイバーフィジカルAI研究センター
未来型医療創成センター

連携する企業、省庁、⾃治
体などによる実データ、実課
題、実装例の提供

⼯学部
理学部
経済学部
医学部
その他の⽂系・理系・
社会科学系学部

それぞれの分野での専⾨家育成

AIMDの応⽤・実践⼒の涵養

学習管理システム(LMS)を中⼼とした共通的デジタル学習プラットフォーム

「数理及びデータサイエンス
に係る教育強化事業」
北海道・東北ブロック校等
によるカリキュラムや教材

e-learningを活⽤した学部専⾨AIMD教育Specialists
with Data&AI

Specialists
with 

Data&AI
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e-learning:⾳声感情推定の機械学習課題

学
習

⽤
検

証
⽤

感情付き
⾳声データ 学習＆検証⽤データ ⾳声解析の系統的理解と機械学習

基本統計、線形モデル

⾮線形モデル
機械学習

プラットフォーム

モデル検証 ⾃分たちの⾳声データで感情推定する ⾳声感情推定

・⾳声解析の系
統的理解

・機械学習⼿法
の活⽤スキル

協⼒︓通信⼯学専
攻ヒューマンインター
フェース分野

Specialists
with Data&AI
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e-learning:⼿書き⽂字認識の機械学習課題

13

学
習

⽤
検

証
⽤

⼿書き数字
MNIST 学習＆検証⽤データ 画像解析の系統的理解と機械学習

基本統計、線形モデル

⾮線形モデル
機械学習

プラットフォーム

モデル検証 ⾃分達の⼿書き数字で能⼒を試す ⼿書き数字認識

・画像解析の系
統的理解

・機械学習⼿法
の活⽤スキル

協⼒︓通信⼯学専
攻画像情報通信⼯
学分野

Specialists
with Data&AI
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Python e-learning教材

https://drive.google.com/open?id=1DbMCwMpqbZ8HSMvoF3RgKHRzP5NL8tZF

Specialists
with Data&AI
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データ科学国際共同⼤学院GPDS
(Graduate Program in Data Science)

Data&AI Top Leaders
国際性やリーダーシップに加えて、課題構想⼒、データ解析⼒、技術創成⼒の⾼い能⼒と経
験を有し、他の分野の専⾨⼈材と協働して諸課題の構想・解決に取り組むマインドを醸成する。
⽬標︓⾼い専⾨性を有するだけでなく、AIMDを駆使してデータから抽出された情報や価値を活⽤
し、必要な⼈材をチームとして束ね実社会の課題解決を⾏うグローバル⼈材の育成。
対象︓⼤学院学⽣
実施体制︓情報科学研究科をハブとしてAIMDコアカリキュラムを提供し、実践分野を有する⽣
命科学研究科、経済学研究科、医学系研究科、理学系研究科、⼯学研究科が連携して、⼈材
育成に取組む。また、Jointly Supervised Degree (JSD)制度を通して海外研究機関とも共同
研究で連携する。国費外国⼈留学⽣優先配置プログラム（DSPII）と共同実施。⽇本⼈学⽣と
留学⽣の共修環境を実現。
社会効果︓課題発⾒、データの取得、AIMDの適⽤、課題解決までのプロセスをデザインする能⼒
を有し、広い分野の専⾨家と協働・主導できる⼈材の輩出
在籍者数︓修⼠27名 博⼠29名（GDPS＋DSPII） データ科学・AIスキルアップ

トレーニング

ビッグデータチャレンジPBL 15
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Issue-Driven AIMD教育 境界を越えるカギ

• ⽂理の境界を越えるために
• ⽂系の課題から始める ビジネス、⼈間⾏動、認知、⾔語、

学習、etc ←例︓「ビジネスデータ科学（経済学部）」
• アカデミアとしてはそれぞれの専⾨性の視点からAIMDを考

えることも重要 ←例︓挑創カレッジ科⽬「AIをめぐる⼈間と
社会の過去・現在・未来」

• 産学の境界を越えるために
• 実データに基づいて実世界の課題にタックルする ←例︓

「ビッグデータチャレンジ（GPDS）」
• 学⽣教育とリカレント教育の共同 ←例︓「enPiT-PRO」
• 既成ツールやコンテンツの活⽤、産学連携開発

作るではなく使うから：興味のある課題から始める

課題・データ・ツールの連関



※ 2020/09/01 13︓05現在の視聴回数

実験家のためのデータ駆動科学オンラインセミナー
Data-driven science webinar for experimentalists
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事前申込 聴講者数

第1回
[申込] 186名 [視聴] 154名

実験家のためのデータ駆動科学オンラインセミナー
Data-driven science webinar for experimentalists

第2回
[申込] 146名 [視聴] 130名

第3回
[申込] 183名 [視聴] 131名

第4回
[申込] 148名 [視聴] 106名

第5回
[申込] 137名 [視聴] 95名

第6回
[申込] 198名 [視聴] 158名

第7回
⼈数 ／ 回

第1回〜第6回 申込⼈数と聴講者数
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19http://gp-ds.tohoku.ac.jp/research/education_link.html


